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県畜産振興実施計画の概要（その２） 

地域別の生産計画と営農指標 
 

畜産農家育成目標 

 各家畜別の畜産農家の育成目標は別表（前月号参

照）のとおりで、46 年の自立畜産農家は、尐なくと

もこの程度以上の規模の畜産を主軸とした経営によ

って、他産業の所得に近い所得水準に達することを

目標としている。 

 農家戸数では、自立経営 14,600 戸、有畜経営

58,500戸を想定し、自立経営農家のうち酪農は6,600

戸（45％）、養鶏 5,100 戸（35％と）、この両者で８

割を占めることになるわけである。 

 なお本計画の地域区分は県政振興計画による計画

地域区分により、次の５地域に分けて立案されてい

る。 

 

１、県南広域都市地域 

 岡山、倉敷、玉野、児島、玉島、西大寺、総社の

各市、児島郡、都窪郡、吉備郡（昭和町を除く）

浅口郡（金光町、鴨方町、船穂町のみ以下カッコ

内同じ）御津郡（御津町、津高町、一宮町）赤磐

郡（山陽町、瀬戸町）邑久郡（邑久町、牛窓町）、

上道郡 

２、東部地域 

 和気郡、赤磐郡（赤坂町、熊山町）邑久郡（長船

町） 

３、西部地域 

 笠岡市、井原市、後月郡、小田郡、浅口郡（里庄

町、寄島町） 

４、西北部地域 

 高梁市、新見市、上房郡、阿哲郡、川上郡、吉備

郡（昭和町） 

５、北部地域 

 津山市、真庭郡、苫田郡、勝田郡、久米郡、英田

郡、赤磐郡（吉井町）御津郡（加茂川町、建部町） 

 

生産計画 

 畜産所得の増加のためには、まず畜産生産を急速

に高めて行かなければならない。このため生産計画

では、地域ごとの畜産振興の方向を示すとともに、

家畜別の計画として、畜産物生産、各家畜の増殖お

よび改良の目標や、とるべき施策の基本を明らかに

し、更に将来の自立経営農家の経営指標を定めてい

る。 

 

計画地域別の将来の方向 

 各地域ごとに畜産による構造改善の方向を次のよ

うに計画し、振興をはかることにしている。 

県南広域都市 

 畜産による農業構造改善は都市圏内での企業的畜

産が分散的に発達するものと考えられる。山陽線沿

線を中心に鶏卵および肉用鶏の生産に重点を置き、

養鶏ベルト地帯の形成を図る。南部平坦水田地帯は

酪農の多頭化を、その他の農業地域では肉用牛の短

期肥育、肉豚による農業振興を図る。 

東   部 

 他産業との繋がりから、兼業農家の養鶏、肉用牛

の短期肥育および肉豚の生産を高め、このほかの農

業地域では酪農を主体とした振興を図る。 

西   部 

 山陽線沿線に発達する発達ベルト地帯の一環とし

て、採卵および肉用鶏の生産を高め、このほかの農

業地域は酪農による振興を図る。 
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西 北 部 

 新見市を中心とする山間地帯に、肉用牛生産、高

梁市を中心とする地域の酪農と、このほかの地域の

養豚経営によって農業振興を図る。 

北   部 

 平たん水田地帯ならびに蒜山地区に酪農を、山間

地帯には肉用牛生産と若令肥育を、その他の地域の

兼業農家には養鶏および養豚によ

る振興を図る。 

 

畜産物の生産 

生   乳 

県下の 36年の生乳生産量 59,400

トンを、目標年次には乳牛の増殖と

併せて、繁殖率および泌乳能力の向

上によって 316,000 トン（5.3 倍）

に高める。地域別の伸び率では西北

部地域の 789％が最高である。 

鶏   卵 

 県下の36年の生産量32,300トン

を、目標年次には鶏の増殖と併せて、

初産月令および産卵能力の向上に

よって 93,400 トン（2.9 倍）に高

める。地域別には西北部地域の

349％が最高である。 

食   肉 

 県下の 36 年の生産量は 8,423 ト

ンで、その内訳は牛肉（肉牛）47％、

豚肉 22％、鶏肉 17％（うちブロイ

ラー4.6％）その他 14％となってい

る。 

 目標年次の46年には肉用牛には役利用面の減尐

と生産および育成の飛躍的増加は望めないので、

肉牛の伸び率は 200％程度に止まるものと考えら

れ、これに反し豚、食用鶏の伸びが予想される。

したがって目標年次の食肉総生産量は30,200トンと

なり、その構成は豚肉 35％、鶏肉 28％（ブロイラー

12％）、肉牛 26％、その他 11％となる。また牛肉（肉

牛）総生産量は 8,000 トンで、そのうち県南地域が

47％半ばを占め、豚肉の総生産量は 10,700 トンで、

うち北部 38％、県南 34％と両者で７割以上を占め、

鶏肉生産量は 3,500 トンで県南が 63％と大半を占め

ることになる（表９） 

 

家畜の増殖 

 現在の家畜総飼養頭数を家畜単位に直すと

162,500 頭であるが、これを 2.1 倍の 343,500 頭に高

めることとしている。 
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 このためには適地適産の見地から、地域を選定し

て各種事業を通じて飼料基盤の確立、近代化施設の

導入、家畜導入を促進するが、これに必要とする資

金についても、農業構造改善事業推進資金、畜産経

営拡大資金等の公庫資金の大量導入および農協資金

による制度資金の充実、貸付け条件の改善等行政的

裏付けの強化に努める。これに併せて国、県の家畜

貸付事業、および家畜資源を確保するための共同育

成場等の設置をすすめる。 

 家畜別には、乳用牛頭数を約4倍の109,100頭に、

１戸平均飼育規模を三倍の 6.6 頭に拡大、肉用牛で

は現在の繁殖牛70,000頭を約1.5倍の 103,800頭に

高め、飼育規模を１戸当り平均 1.5 頭を４頭に拡大

する。同じく豚飼育頭数は 2.3 倍の 80,000 頭に、採

卵鶏を 2.5 倍の 7,940,000 羽とし、１戸当り平均飼

育規模を 11 倍の 337 羽と大幅に拡大し、それぞれ自

立経営農家を重点に育成を図っていくことにしてい

る。 

 

家畜の改良 

 畜産経営を左右する家畜個体の能力、特に泌乳、

産卵、産肉、飼料利用性等の能力についても、企業

的経営を進める上に、さらに大幅に引上げて行くこ

とが必要である。また繁殖能力、強健性についても

平行して改良措置を講じなければならない。そこで

今後の畜産経営の方向に即応した改良目標を定め種

畜対策、人工授精機構整備、改良組織の確立等の一

連の施策を中心に改良増殖を図っていくことにして

いる。 

 各家畜別の家畜個体の改良目標はつぎのとおりで

ある。 

〔乳用牛〕 

 産乳量の増加と乳質の改善を図るとともに、体質

強健で、連産性にとみ、飼料の利用性がよく、長期

の泌乳に耐えるものに改良し、耐暑性を高めること

とする。 

 ホルスタインにあっては特に乳房、乳頭の形状、

付着、およびももの幅等、後軀の改良を図り、飼養

管理の機械化、単純化を考慮して体型の斉一化に努

める。 

 ジャージーにあっては後軀、特に坐骨幅の改良を

図る。 

 能力および体型に関する数値は上表のとおりであ

る。 

〔肉用牛〕 

 肉利用に重点をおき、繁殖能力がよく、飼料の利

用性に富み、成熟率の高いことを目標に産肉能力の

向上を図るものとする。体型および資質については、

産肉性の向上を図るため、資質ならびに各部の均称
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よろしく、体積に富み、特に中軀の充実を図る。 

  体型および産肉能力に関する数値は上表のとお

りである。 

〔豚〕 

 将来加工肉の増加の見通しと、養豚の経済性を高

めるため、ランドレースに重点を置くこととし、国

内の配合飼料を用いた場合の飼料要求率を 3.3 倍程

度におさえ、180 日で体重 90㎏、枝肉歩留りは 70％

以上を目標とする。 

 体型等については輸入後、日が浅いので、当面の

欠点である肢蹄の強健性と耐暑性を高めることに努

める。 

〔鶏〕 

 卵用鶏＝卵用鶏の改良は多産強権性および飼料要

求率の改善に目標を置き、経済性の高い鶏を作出す

ることである。早熟性の付与、抗病性を高める。 

 肉用鶏＝飼料要求率の改善に重きを置き、経済性

の高い肉用鶏の作出をすすめるとともに、肉用鶏の

産卵性が低いので改良に努める。 

 

種畜対策 

 乳用牛、肉用牛では優良種雄牛の選択とともに広

く県外よりも優良牛の導入をはかり、また種雄牛の

集中管理を強化して、計画的改良の促進と、精液の

合理的な供給を行なう。これらに関連する施策とし

ては、乳用牛では優良牛の効率利用のための精液銀

行の設置、改良基地の設置と基礎牛の貸付事業、保

証乳用種雄牛制度の実施、肉用牛では改良センター

設置、産肉能力の検定、改良基地設置、種雄牛指定

交配等を実施することにしている。 

 養豚では将来県内飼育豚はランドレース種に主力

をおくこととし、ヨークシャー種との一代雑種によ

る経済性の向上をも考慮して、両種の基礎種豚を国

外、県外から導入する。また県指定種豚場を中心に

種豚の生産を図りこれを繁殖養豚農家に配布するほ

か、産肉能力検定、種雄豚の種畜検査、後代検定事

業を実施する。 

 鶏では種鶏改良センターを設置して優良系統を改

良増殖し基礎鶏を確保する。 

 

 

改良組織の整備 

 改良を効果的に進めるため、県と生産者団体が表

裏一体となって各事業を実施する必要があるので、

生産者団体を強化して態勢の整備をはかる。すなわ

ち生産者団体による乳牛の経済能力検定事業の実施

のほか肉用牛の指定交配、指定種鶏場の産卵能力検

定、経済能力検定等も民間との協力によって実施す

る。 

 人工授精網の強化のため、人工授精師協会を設立

して、生産者団体民間等の授精師の協力により人工

授精業務の円滑化をはかる。 

  

自立経営の方向 

 企業的なセンスをもった自立経営農家を重点的に

振興する。しかし畜産のみによっての自立経営には、

立地条件、社会的条件など制約からかなり困難が予

想されるので、当然他作目との複合経営も考慮に入

れて行くこととしている。 

 自立経営農家の各営農類型別経営収支の目標を別

表「営農類型別経営収支概算」として定めている。 

 

計画変更には承認を受ける 

 計画期間３ヵ年の間に変更が起きた場合で、次の

事項に該当する場合は、経営計画の承認を受けなけ

ればなりません。 

１、計画期間の変更 

２、計画最終年度末の経営農用地の総面積、または

自然草地を除く経営農用地面積の１割以上の減

尐 

３、計画各年度末の 24カ月以上の雌牛頭数の２頭以

上の増減 

４、拡大資金の使途ごとの各年度を通じての、、需要

額の２割以上の増減、または、年度ごとの需要

額の 2割以上の増減 

 これらの事項を変更するときは、変更しようとす

る個所の新旧対照表および変更の理由を記載して、

変更の承認をうけることとなります。 

 

おわりに 

 資金を借り入れるためには、尐々複雑ですが、経

済計画書はどうしても作らなければなりません。 
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 なぜ、このような複雑な計画書を必要とするのか、

といいますと畜産経営をより効率的なものにする

ために多額の資本を投入することにあるわけです。 

 また、これとともに借りようとする人は、近代的

な畜産経営を確立しようとする意慾のおう盛なも

のと考えます。 

 したがって、このような意慾のある畜産農家に、

より計画性をもたせることにより、収益性の高い経

営を確立するために複雑な面もありますが、計画書

を作成することになっています。 

 またこの資金の借り入れによって実施する場合

は、農業改良普及所、市町村および農協が直接指導

にあたるとともに、資金の円滑な運用をはかるうえ

からも、適切な指導をすることにしています。 
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